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【 誤 訳 訂 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 29日 (2007.10.29)
【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 使 用 者 が エ ア ロ ゾ ル の 照 準 を 合 わ せ る こ と が で き る よ う に し た 先 端 を 有 す る 装
置 も あ る が 、 そ れ ら は ヒ ン ジ 式 先 端 を 曲 げ る た め に 機 構 的 リ ン ク を 必 要 と す る 設 計 に 依 存
し て い る 。 そ れ ら は 機 構 上 の 複 雑 性 が 関 わ っ て く る た め に 製 造 が 高 価 に な り や す い 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ か ら ３ の 実 施 形 態 と は 異 な り 、 図 ４ か ら ７ の シ ス テ ム ６ ０ で は 、 ね じ 装 置 の ね じ ８
２ と 導 入 器 ６ ８ に 取 り 付 け ら れ た ね じ 付 き ア ダ プ タ ６ ６ の 相 補 的 に 噛 み 合 う ね じ と の 協 働
に よ り 、 カ テ ー テ ル の 事 前 に 成 形 さ れ た 先 端 ７ ４ の 長 手 方 向 運 動 と 回 転 が 組 み 合 わ せ ら れ
て 渦 巻 き 又 は 螺 旋 パ タ ー ン に な り う る 。 使 用 者 は 、 ノ ブ ８ ４ を 回 す こ と に よ り ね じ ８ ２ を
回 転 さ せ て 、 カ テ ー テ ル を 体 腔 １ ２ 内 で 長 手 方 向 に 移 動 及 び 回 転 さ せ る こ と が 可 能 で あ る
。 ね じ 装 置 ６ ２ の ね じ ８ ２ と ノ ブ ８ ４ は カ テ ー テ ル シ ャ フ ト ６ ４ に 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ
て お り 、 カ テ ー テ ル が 、 ね じ 装 置 ６ ２ に よ っ て 回 転 し 長 手 方 向 に 動 く よ う に な っ て い る の
が 望 ま し い 。 ノ ブ と ね じ を 使 っ て カ テ ー テ ル シ ャ フ ト の 近 位 端 を 回 転 さ せ る と 、 導 入 器 外
鞘 内 で カ テ ー テ ル が 前 進 又 は 後 退 し 、 ね じ の 螺 旋 運 動 に 従 っ て 湾 曲 し た 先 端 の が 変 化
す る 。 こ れ に よ り 、 目 で 確 認 す る 必 要 無 し に 、 カ テ ー テ ル が 螺 旋 運 動 し な が ら 体 腔 を 出 入
り す る に つ れ て 、 体 腔 内 で エ ア ロ ゾ ル の 均 一 な 球 形 パ タ ー ン を 作 り 出 す こ と が で き る よ う
に な り 、 体 腔 内 部 の 正 確 な 被 覆 の 反 復 可 能 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。 他 の 実 施 形 態 で は
、 ね じ 装 置 ６ ２ と ね じ 付 き ア ダ プ タ ６ ６ の 機 能 的 要 素 は 、 挿 入 装 置 ６ ８ の 一 部 と し て 形 成
し て も よ い し 、 挿 入 装 置 ６ ８ 内 に 嵌 め 込 ん で も よ い 。 導 入 装 置 と カ テ ー テ ル 調 整 手 段 の 上
記 各 実 施 形 態 は 、 金 属 要 素 、 プ ラ ス チ ッ ク 要 素 、 又 は 金 属 と プ ラ ス チ ッ ク 要 素 の 組 み 合 わ
せ 、 又 は そ の 他 適 し た 材 料 で 製 作 す る こ と が で き る 。
【 誤 訳 訂 正 ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
物 質 を 体 腔 ま で 届 け る た め の カ テ ー テ ル 又 は 他 の 管 を 操 作 す る た め の シ ス テ ム １ ０ ０ の 別
の 実 施 形 態 を 、 図 ８ と ９ に 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 カ テ ー テ ル の 先 端 １ １ ０ で ノ
ズ ル １ ０ ９ を 出 た エ ア ロ ゾ ル は 、 図 １ か ら ３ の 実 施 例 で の よ う に カ テ ー テ ル の ノ ズ ル の 長
手 方 向 及 び 水 平 方 向 位 置 を 別 々 に 操 作 す る 必 要 無 し に 、 ま た 図 ４ か ら ７ の 実 施 例 に 示 し た
よ う な 長 手 方 向 移 動 及 び 回 転 が 可 能 な ノ ブ を 使 用 す る こ と 無 く 、 体 腔 内 で パ タ ー ン に
向 け ら れ て も よ い 。 図 ８ と ９ の シ ス テ ム １ ０ ０ で は 、 カ テ ー テ ル １ ０ ２ の 近 位 端 近 く に 設
け ら れ た １ つ の 長 手 方 向 に 固 定 さ れ た ノ ブ １ １ ８ を 使 用 者 が 回 転 さ せ る と 、 こ れ に 応 じ て
、 操 作 装 置 １ １ ４ の ギ ヤ 機 構 が 、 ノ ズ ル の 長 手 方 向 及 び 水 平 方 向 の 位 置 取 り を 同 期 さ せ て
、 球 状 に 広 が っ た エ ア ロ ゾ ル 噴 霧 パ タ ー ン を 作 り 出 す 。
【 誤 訳 訂 正 ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
カ テ ー テ ル と 導 入 器 針 又 は 他 の 導 入 装 置 の 間 に は 、 固 定 式 又 は ば ね 仕 掛 け の 後 退 可 能 な 外
鞘 が 同 軸 に 設 け ら れ て も よ い 。 こ の 外 鞘 は 、 導 入 装 置 に 対 し て 回 転 及 び ／ 又 は 軸 方 向 移 動
が 可 能 で あ る 。 図 ４ か ら ６ に 示 す 螺 旋 ね じ 装 置 は 、 こ の 外 鞘 と 導 入 装 置 の 間 に 組 み 込 ま れ
て い る 。 こ れ に よ り 、 外 鞘 の 端 に 対 す る 先 端 の の 程 度 を 一 定 に 維 持 し な が ら 、 体 腔 内
で カ テ ー テ ル を 前 進 又 は 後 退 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 先 端 の を
ど の 程 度 に で も 実 現 で き る 能 力 が 得 ら れ る よ う に な る と 同 時 に 、 カ テ ー テ ル の 先 端 を 入 口
ポ ー ト か ら の 距 離 が 異 な る 様 々 な 位 置 に 配 置 で き る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 エ ア ロ ゾ ル
の 噴 霧 煙 を 体 腔 内 の 何 れ の 面 、 例 え ば 限 定 す る わ け で は な い が 、 腔 部 の 入 口 側 な ど に 向 け
る こ と も で き る 柔 軟 性 が 得 ら れ る と 同 時 に 、 エ ア ロ ゾ ル ノ ズ ル の 当 該 面 か ら の 距 離 を 変 化
さ せ る こ と も で き る よ う に な る 。 こ れ は 、 ノ ズ ル 近 く で は 、 エ ア ロ ゾ ル の 力 が 大 き く な り
、 集 中 性 が 増 し 、 幅 の 狭 い パ タ ー ン で 放 出 さ れ る の で 、 有 用 で あ る 。 エ ア ロ ゾ ル が ノ ズ ル
か ら 遠 ざ か る に つ れ て 、 パ タ ー ン は 拡 散 し 、 力 は 穏 や か に な る 。 こ の 調 整 方 法 は 、 或 る 特
定 の 領 域 に 強 力 な エ ア ロ ゾ ル を 選 択 的 に 適 用 し よ う と す る 場 合 、 例 え ば 、 カ ス を 洗 い 流 す
場 合 や 器 具 入 口 ポ ー ト 側 を 重 点 的 に 被 覆 し よ う と す る 場 合 に 有 益 で あ る 。 代 わ り に 、 こ の
調 整 方 法 で 図 ４ か ら ６ の 要 素 と 図 ８ と ９ の 要 素 を 組 み 合 わ せ て 調 整 な し に 使 用 し て 、 傷 つ
き や す い 組 織 を 狙 う 場 合 に 、 よ り 穏 や か で 更 に 拡 散 さ せ た エ ア ロ ゾ ル を 塗 布 す る こ と が で
き る 。
【 誤 訳 訂 正 ５ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ０ と １ １ に 示 す 更 に 別 の 実 施 形 態 で は 、 位 置 決 め ス ト リ ン グ 又 は ワ イ ヤ １ ７ ２ を 使
用 し た シ ス テ ム １ ７ ０ は 、 カ テ ー テ ル １ ７ ６ の 先 端 １ ７ ４ の ノ ズ ル の 方 向 を 調 整 す る 能 力
を 更 に 高 め る こ と が で き る 。 可 動 テ ン シ ョ ン ワ イ ヤ 又 は 部 材 １ ７ ２ は 、 カ テ ー テ ル 又 は 器
具 シ ャ フ ト 内 に 収 納 さ れ て い て 、 近 位 端 か ら 入 り 遠 位 端 に 向 か っ て 或 る 位 置 で 出 る よ う に
な っ て い て も よ い し 、 カ テ ー テ ル 又 は 器 具 シ ャ フ ト の 外 に 配 置 さ れ て い て 、 カ テ ー テ ル シ
ャ フ ト と 平 行 に 導 入 装 置 を 通 っ て 伸 張 し て い て も よ い 。 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト 又 は カ テ ー テ
ル 先 端 は 、 や は り 湾 曲 形 状 又 は 真 っ 直 ぐ な 形 状 に 事 前 に 成 形 さ れ て い て 、 直 線 状 の 又 は 弾
性 を 有 す る ワ イ ヤ 又 は 部 材 １ ７ ２ を 内 部 で 前 進 又 は 後 退 さ せ る こ と に よ り
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。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 導 入 針 １ ７ ８ 又 は 他 の 型 式 の 外 鞘 を て こ と し て
活 用 す る た め に カ テ ー テ ル 全 体 の 長 手 方 向 の 位 置 を 調 整 す る 必 要 無 し に 、 カ テ ー テ ル の 先
端 を こ と が で き る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 可 動 テ ン シ ョ ン ワ イ ヤ 又 は 部 材 １ ７
２ は 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 で ノ ズ ル に 隣 接 し て 取 り 付 け ら れ て も よ い 。 導 入 装 置 １ ８ ０ 、
弁 １ ８ ２ 、 及 び カ テ ー テ ル ア ダ プ タ １ ８ ４ は 、 図 １ か ら ３ の 実 施 形 態 で 説 明 し た も の と 同
じ で あ る 。
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